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 次の道具はデカルトの著した『幾何学』の中で使われているものです。 
これは何をするための道具なのでしょうか。また、デカルトはなぜこのような道具を

使ったのでしょうか。 
 

 
 
○道具の仕組み 
 
この器具は互いに結びついた多くの定木で作られていて、YZと記されたものは線 AN
上に固定されており、角 XYZ は開いたり閉じたりすることができる。これをすっか
り閉じたときは、点 B、C、D、E、F、G、Hはすべて点 Aのところに集まるが、角
を開くにつれて、点 Bで XYに直角に結びついている定木 BCは定木 CDを Zの方に
押し、CDは YZと常に直角をなしながらそのうえを滑り、DEを押す。DEは BCと
平行を保ちながら XY上を滑って、EFを押す。EFは FGを押し、FGは GHを押す。
以下、同様の仕方で或るものは XYを常に同じ角をなし、他のものは YZと同じ角を
なしながら、次々を押しあってゆく無数の定木を考えることができるわけである。 
【デカルト『幾何学』原亨吉訳，「デカルト著作集[1]」白水社（2001）】 
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ルネ・デカルト René Descartes（1596～1650） 
 

 
 

・フランスのトゥーレーヌのラ・エに生まれる 
・哲学者、軍人、紳士、数学者 
・著書には『精神指導の規則』、『宇宙論』、『方法序説』などがある。 
 
『幾何学』は、『方法序説』における方法について述べる三つの試論の中の一つであ

る。ちなみに、他の二つは『屈折光学』、『気象学』である。 
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次の文はデカルトの『方法序説』の中の一節です。 
この内容を 3時間の授業で理解しよう。 
 
 私はもっと若いころ、〈哲学〉のいろいろな部門のうちでは〈論理学〉を、〈数学〉

のうちでは〈幾何学者たちの解析〉と〈代数学〉を少しは熱心に勉強しました。この

三つの技術あるいは学問が私の計画に何か役に立つはずだと思われたのです。（中略）

それから、古代人の〈解析〉と近代人の〈代数学〉のほうは、ひどく抽象的で何の使

いみちもないような素材にばかり手をひろげるだけでなく、前者はいつも図形の考察

にしばられているので、理解力をはたらかせようと思うと想像力をたいへん疲れさせ

ずにはおかれないほどです。そして後者のばあいは、ある種の規則とある種の数字に

従わなければならなかったので、精神をつちかう学問であるかわりに、精神のはたら

きを妨げる、あいまいでわかりにくい技術になってしまったのです。以上のような理

由から私は、これらの三つの学問の利点をふくんでいながら、その欠点を抜きにした、

何かほかの〈方法〉を求めなければならないと考えました。 
（中略） 

その対象は違っていても、そこに見いだされるいろいろな比あるいは比例以外のもの

は考察しないという点で、それらの個々の学問がけっきょくは一致するのを見て、私

はただこうしたいろいろな比例を全般的に検討するほうがよいと考えました。そして

そういう比例を、いっそう楽に認識させてくれるのに役立つ元になる素材のなかにし

か想定せず、しかもそこだけに少しもしばりつけることもしないのです。それから、

いろいろな比例をそれにふさわしいほかのどんな基体にも、それだけうまくあてはめ

られるようにするためです。それから、いろいろな比例を認識するためには、ときに

はそのひとつひとつを個々に考察することが必要だろうし、またそのときにはそれを

ただ記憶にとどめておくなり、いくつも一緒に取りあげるなりすることも必要だろう

と気づいて、私は比例を個々にいっそうよく考察するためには、それを線において想

定すべきだと考えました。これよりも単純なもの、これよりも私の想像力と感覚にま

ぎれなくあらわせるものが何も見あたらなかったからです。しかし比例を記憶にとど

めるなり、いくつもいっしょに取りあげるなりするためには、それをできるだけ簡潔

ないくつかの記号によって明示することが必要だと考えました。そしてこういう手だ

てで、〈幾何学的解析〉と〈代数学〉との最良の部分をすっかり借りあげ、一方の欠

陥をどれもみなもう一方によって正そうと考えました。 
【デカルト『方法序説』第 2部，「デカルト著作集[1]」白水社（2001）】 

（下線部加筆；授業者） 
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『方法序説』 
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デカルト以前の代数学 

 ジェラルモ・カルダノ（1501～1576）は方程式について、次のよ
うに図を使って説明している。 
 

「 9162 =+ xx の方程式について」 

正方形 FDと 6xが 91に等しいとする。 
そのとき x の係数 6 の半分 3 である DB、DG

を作り、正方形 DGCB を完成させると、そのと
き CG、CBが作られる。 
すると、ちょうど『原論』のⅡ，4におけるよ
うに、正方形 AFECが完成する。 

AB の DB 倍は、『原論』の 2 巻の中の定義か
ら、面 ADを与える。任意の係数と x の値の積は、
x の項の数の値を与える。（もし、xが 4で 5xの
項があるとするならば、5xの項は 20だろう。）それゆえに、BDが 3で ABが xの値
のとき、面 ADは 3xか 3xの値に等しいだろう。 
 しかし、『原論』のⅠ，43 により面 DE は AD に等しく、ゆえにそれは別の 3x の
項の値である。それゆえに 2つの面 ADと DEは 6xに等しい。それに正方形 FDを
加えたものは 91である。 
 しかし、BDは 3であるので正方形 CDが 9である。ゆえに ACの平方は 100であ
る。その辺 ACは 10である。ゆえに、BCが 3であるので、ACから BCを引くこと
で 7として DFの辺である ABがのこる。 
 

「 1662 += xx の方程式について」 

正方形ACが 6xに 16を加えたものに等しいとする。 
ADが xの係数であり、6である。すると、面 AHは

6xであり、残りの DCは確実に 16になるだろう。 
ADは Gで等分割され、GBの平方である GKと GD
の平方である GEとを作図する。 
 よって、BCは BA に等しく、BK は BG に等しい。
KCは GAに等しいだろう。また、GDと FLにも等し
い。DEと DGは互いに等しく、DFと BGも同様に等
しい。FEは DBに等しいだろう。それゆえに FKもまた等しい。 
それゆえに 2本の線 FKと FHは FLと FEに等しく、A、D、Fでの角は直角であ
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る。それゆえに面 FCは LEに等しい。しかし FC足す FBは 16に等しく、それゆえ
に、LE足す FBは 16に等しい。正方形 GEを加えることによって、（GDは 3なの
で）GKは 25になる。それゆえに辺 GBは 5になり、これに GAである 3を加える
ことで xの値である合計 8である ABを作る。 
 
 
次の問題を図で説明してみましょう。 

「 xx 16602 =+ の方程式について」 

＜解法＞ 
１．16の半分の 8をとる。 
２．8を平方して 64を得る。 
３．64－60＝4 
４．4の平方根 2をとる。 
５．8－2と 8＋2から、6と 10を得る。 
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カルダノ『Ars Magna』 
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カルダノ『Ars Magna』
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そしてこの点をさらに注意深く考察するなら人はついに次のことに気づくであろう、

すなわち、順序（ordo）或いは計量的関係（mensura）の研究せられるすべての事物
しかもただそれのみが、数学に関係し、かつそういう計量関係が、数において或いは

図形において或いは星において或いは音においてまたその他のいかなる対象におい

て、求められるかは、問題でない、ということ。従って何ら特殊な質量に関わりなく、

順序と計量関係とについて求められうるすべてのことを、説明するところの或る一般

的な学問がなければならぬこと。かつそれは外来の名を以ってでなくすでに古くから

慣用されている名を以って、普遍数学（Mathesis universalis）と呼ばれるべきであ
ること――というのはその他の学問が数学の部分と呼ばれるときその理由となって

いるすべての事柄は、それに含まれているからである――。 
【デカルト「精神指導の規則」野田又夫訳 岩波書店】 
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第 1巻 
円と直線だけを用いて作図しうる問題について 

 
 幾何学のすべての問題は、いくつかの直線の長ささえ知れば作図しうるような諸項

へと、容易に分解することができる。 
［算術の計算は幾何学の操作にどのように関係するか］ 
 そして、全算術がただ 4種か 5種の演算、すなわち、加法、減法、乗法、除法、そ
して一種の除法と見なしうる巾根の抽出によって作られているのと同様に、幾何学に

おいても、求められる線が知られるようにするためには、それに他の線を加えるか、

それから他の線を除くか、あるいは或る線があり――これを数にいっそうよく関係づ

けるために私は単位と呼ぶが、普通は任意にとることのできるものである――さらに

他のふたつの線があるとき、この 2線の一方に対して、他方が単位に対する比をもつ
第 4の線を見いだすか――これは乗法と同じである――または、2線の一方に対して
単位が他方に対する比をもつ第 4 の線を見いだすか――これは除法と同じである―
―あるいは最後に、単位と或る線との間に、1 個、2 個、またはそれ以上の比例中項
を見いだすか――これは平方根、立方根などを出すのと同じである――すればよい。

私は意のあるところをよりわかりやすくするため、このような算術の用語をあえて幾

何学に導入しようとするのである。 
【デカルト『幾何学』，「デカルト著作集[1]」白水社（2001）】 

（下線部加筆；授業者）  
 加法、減法を作図してみよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

a b
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『幾何学』 
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［乗法］ 
 たとえば、ABを単位とし、BDに BCを
掛けねばならぬとすれば、点 A と C を結
び、CAに平行に DEをひけばよい。BEは
この乗法の積である。 
［除法］ 
 また、BE を BD で割らねばならぬとす
れば、点 Eと点 Dを結んだうえで、DEに
平行に AC をひく、BC はこの除法の結果
である。 

【デカルト『幾何学』，「デカルト著作集[1]」白水社（2001）】 
 
なぜ、BEが乗法の積 BD･BCになるのかを説明してみよう。 
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［平方根の抽出］ 
 また、GHの平方根を出さねばならぬとすれば、
それと一直線に単位である FG を加え、FH を点
Kで二等分して、Kを中心とする円 FIHを描き、
点 G から FH と直角に I まで立てる。GI は求め
る根である。 
【デカルト『幾何学』，「デカルト著作集[1]」白水

社（2001）】 
 

 
なぜ、GH＝GI2となるのかを説明してみよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


